
クラブフォーラム 8/26 ガバナー訪問時、柳元尚喜会員が発表された原稿(要約)です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際大会：2016 年 5月 28日（土）～6 月 1日（水）韓国・ソウル（会場キンテック） 

近くで開催される国際大会へ一緒に参加しませんか！！     

2016年 5月 27日～29 日 鹿児島―ソウル直行便利用 旅行代金 89,000 円～104,000円 

月日 滞在地 時間 乗物 行程  

5/27 

（金） 

 

鹿児島空港 

ソウル 

10：50 

11：30 

13：15 

 

KE786 

鹿児島空港集合 

大韓航空にて空路ソウル（仁川）空港へ 

到着 

ホテル到着後 RI第 2730地区ナイト 

5/28 

（土） 

ソウル  専用バス キンテックにてロータリー国際大会 

終了後、専用車にてホテルへ 

ホテル到着後自由行動 

5/59 

（日） 

 

 

ソウル 

鹿児島空港 

 

13：00 

15：05 

16：40 

 

専用バス 

KE785 

出発まで自由行動 

 

出国手続き後 

大韓航空にて空路鹿児島空港へ 

●出席委員会報告出席率向上にご協力を！       

出席報告 第２７６９例会 第 2767回(8/26)訂正 

会員数 ３８（34）人 ３８（34）人 

出席数 ２２（21）人 ３３（31）人 

出席率 ６２．８６％ ９１．６７％ 

 

市内ロータリークラブのプログラム  ★印は例会場ないし例会時間変更 

ＲＣ 例会日 プ ロ グ ラ ム 例会場 ＲＣ 例会日 プログラム 例会場 

東 

9/17(木) 

外部卓話 サンデイズイン鹿児島 東南 
9/22(火) 

祝日休会 サンロイヤル 

北 会員卓話 ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄ鹿児島 城西 祝日休会 東急 REI ホテル 

サ ザン ｹﾞｽﾄ卓話ﾗｸﾞｰﾅ出版森越様 東急 REI ホテル 西 
9/23(水) 

祝日休会 山 形 屋 

鹿 児 島 9/18(金) ｹﾞｽﾄ卓話鹿児島大学肥後教授 山 形 屋 西南 祝日休会 ゆ う づ き 

中 央 9/21(月) 祝日休会 山 形 屋     

 

●今後の予定 

9/23（水） 祝日休会 

9/30（水） 観月会(サンロイヤルホテル 13 階) 

10/7（水） 職場訪問（鹿児島市交通局） 

 

 

「家族に、職場に、ロータリーメッセージ！」～ロータリーファミリーの拡大に向けて～（要約）               

今年度、ラビンドラン RI会長がかかげられたテーマ「世界へのプレゼントになろう」 

について、野中ガバナーは、就任のごあいさつの中で（ガバナー月信 7月号）、「世界」 

とは遠く遥かなる「世界」をいきなり指すものではなく、家庭・職場・地域、そしてク 

ラブといった身近な世界から考えるということ、そしてプレゼントとは、ロータリーが 

かかげる「奉仕」そのものであるということを RI会長のメッセージをもとに我々にとっ 

ても馴染みのあるテーマとして述べられています。 

私たちロータリアンは、ロータリーの目的にもあるとおり、自ら職業人として、高い倫理 

観をもって、社会的責任を全うしなければならないということです。それは多くの場合、ロータリアン個人でなし得る

ものではなく、家族や職場の支えによってなし得るものであり、家族や職場の共通の価値観のもとで達成されるものと

考えます。 

ロータリアンは、家族や友人、職場の仲間といった身近な人たちへの感謝を忘れず、ロータリー活動によって得た成

果を自らの行動や言動を通して家庭や職場にフィードバックし、一方で、家庭や職場での成果を再びロータリーへフィ

ードバックする役割を担っていると考えます。こうしたフィードバックの好循環を生み出す場が例会であり、さらに家

族や友人、職場の仲間が例会やロータリー活動に直接参加する機会を得るならば、例会の活性化はもとより、ロータリ

ーへの理解がより深く、早まることでロータリーファミリーの拡大が図られることが期待されます。 

「世界へのプレゼントになろう」、RI 会長は、そのメッセージの中で、『地位や身の上にかかわらず、才能、知識、能

力、努力、そして献身と熱意など、誰でも与えることのできる何かをもっているはずです。私たちは、ロータリーを通

じて、これらを世界にプレゼントすることで、誰かの人生に、そして、世界に、真の変化を起こすことができるはずで

す。』と述べられています。このプレゼントとは誕生日やクリスマスにもらうプレゼントとは違って、気付きにくいもの

かもしれませんし、時間が経ってからはじめて気付くものかもしれません。ただ、時間をかけて積み上げられたものは

きっと大きなプレゼントになるでしょう。まずは、身近なところから、プレゼントになれるよう努力していきたいと思

います。 

 

 


